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【講演要旨】第33回 在宅医療・介護セミナー

2025年地域包括ケアシステムを検証する2025年地域包括ケアシステムを検証する
―2040年に向けて――2040年に向けて―

　地域医療対策部は2025年5月24日、在宅医療・介護セミナー「2025年地域包括ケアシステムを検証する～2040年に向けて～」を協会会議室・

WEB併用で開催。医師・歯科医師や介護福祉職ら140名が参加した。チーフプランナーは、地域医療対策部担当副理事長の鈴木悦朗氏が務めた。

　セミナーでは、訪問診療・訪問看護・訪問介護・施設介護の各立場から当初2025年が目標とされた「地域包括ケアシステム」の現状を報告。

以下、各演者の報告の要旨を掲載する（右記QRコードより視聴可能）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：地域医療対策部）

　

社
会
保
障
費
抑
制
の
た

め
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
急

性
期
病
床
を
削
減
し
て
回

復
期
病
床
を
増
や
し
、
そ

こ
か
ら
在
宅
医
療
に
流
す

と
の
地
域
医
療
構
想
が
２

０
２
５
年
を
目
標
と
し
て

描
か
れ
て
い
た
が
、
病
院

の
経
営
困
難
等
も
あ
り
、

急
性
期
は
減
ら
ず
、
回
復

期
は
増
え
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
回
復
期
・

慢
性
期
病
棟
に
入
り
た
か

っ
た
が
入
れ
ず
居
場
所
の

な
い
人
や
、
本
当
は
自
宅

で
看
続
け
た
い
け
れ
ど
介

護
力
が
な
く
、
自
宅
で
の

生
活
が
難
し
い
人
の
駆
け

込
み
寺
が
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
、
外
付
け
で

医
療
や
介
護
を
入
れ
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

死
亡
場
所
の
割
合
の
推

移
を
み
て
も
、
自
宅
も
増

え
て
い
る
が
介
護
施
設
の

増
加
が
顕
著
で
、
人
口
規

模
が
大
き
い
市
町
村
ほ
ど

１
月
あ
た
り
２
０
０
人
以

上
の
訪
問
患
者
に
対
応
す

る
医
療
機
関
、
い
わ
ゆ
る

メ
ガ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
い
。

　

横
浜
市
医
師
会
が
行
っ

た
２
０
１
７
～
２５
年
の

「
在
宅
医
療
に
か
か
わ
る

医
療
機
関
」
の
経
年
変
化

を
み
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
、
自
宅
以
外
で
看

取
っ
た
医
療
機
関
の
数
は

確
実
に
増
え
て
お
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

影
の
目
的
で
あ
る
「
効
率

よ
く
看
取
っ
て
い
く
」
こ

と
が
施
設
の
中
で
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
が
縦
割
り
で

断
片
的
な
関
係
に
あ
っ
た

点
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、

お
互
い
に
集
ま
っ
て
助
け

合
う
つ
な
が
り
は
で
き
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

2040年に向けた医療の視点

訪問介護 の立場から
医療法人五星会 YMG訪問介護ステーション新横浜 管理者

藤原　恵氏

　

訪
問
介
護
の
現
場
で

は
、
介
護
職
員
の
人
材
不

足
と
高
齢
化
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

２
０
２
３
年
度
に
は
全
国

の
介
護
職
員
数
が
前
年
度

を
下
回
り
、
今
後
さ
ら
な

る
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
訪
問
介
護
の
有
効
求

人
倍
率
は
極
め
て
高
く
、

事
業
者
間
で
人
材
の
奪
い

合
い
が
生
じ
て
い
る
。

　

事
業
所
数
は
デ
ー
タ
上

微
増
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
背
景
に
は
集
合
住
宅

入
居
者
を
対
象
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の
広
が
り

が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
２４
年
の
介

護
事
業
者
の
倒
産
・
休
廃

業
は
過
去
最
多
を
記
録

し
、
特
に
訪
問
介
護
事
業

で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
２４
年
度
の
介
護
報

酬
引
き
下
げ
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
も
一
因

で
あ
る
。

　

需
要
面
で
は
、
単
独
世

帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
増
加
に
伴
い
、
訪
問
介

護
へ
の
依
頼
が
増
え
て
い

る
。
ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
者

の
生
活
を
支
え
、
医
療
職

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連

携
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
そ
の
専
門
性

も
向
上
し
て
い
る
。
し
か

し
、
事
業
の
継
続
性
、
人

材
確
保
・
育
成
、
利
用
者

家
族
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入

の
遅
れ
な
ど
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
「
介
護
難
民
」
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
連
携
体
制
の
構
築

や
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

ヘ
ル
パ
ー
の
公
務
員
化
と

い
っ
た
新
た
な
仕
組
み
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～

訪問看護・ケアマネ の立場から
よりそい看護ケアセンター 代表取締役 栗原　美穂子氏

経
験
を
持
つ
老
舗
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間

で
、
提
供
さ
れ
る
看

護
の
質
に
差
が
生
じ

て
い
る
点
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
全
国
的
に
増
加
し
て

お
り
、
特
に
横
浜
市
は
４

３
１
件
と
突
出
し
て
多

い
。
ま
た
、
２４
時
間
対
応

可
能
な
事
業
所
が
９
割
を

超
え
、
医
療
依
存
度
の
高

い
利
用
者
も
安
心
し
て
在

宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環

境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
介
護
保
険
開

始
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た

医
療
と
介
護
の
連
携
も
、

近
年
は
非
常
に
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
多
く
の
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
所
の
設
置
母
体

は
営
利
法
人
が
７
割
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
経
営

が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
新
規
開
設
が
多
い
反

面
、
廃
業
も
多
く
、
特
に

横
浜
市
で
は
小
規
模
事
業

所
が
乱
立
し
て
い
る
状
況

だ
。
日
本
看
護
協
会
が
推

進
す
る
大
規
模
化
は
進
ま

ず
、
事
業
所
間
の
連
携
や

情
報
共
有
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

訪
問
看
護
の
経
験
が
浅
い

新
規
事
業
者
と
、
長
年
の

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
で
は
、
介
護

保
険
内
外
の
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
し
、
利
用
者
の
選

択
肢
が
広
が
っ
た
。
医
療

知
識
の
習
得
や
多
職
種
連

携
も
円
滑
化
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
も
進
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
「
人
生
会
議
」
へ

の
意
識
が
高
ま
り
、
看
取

り
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可

能
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
課
題
も
深
刻

で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
自
身
の
高
齢
化
や
、
管

理
者
要
件
の
厳
格
化
に
よ

る
成
り
手
不
足
か
ら
、
事

業
所
数
は
２
０
１
８
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
利
用
者
は
、
一
人
暮

ら
し
や
老
々
介
護
、
複
合

的
な
問
題
を
抱
え
る
ケ
ー

ス
が
増
え
、
そ
の
支
援
は

複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が「
何
で
も
屋
」

と
し
て
過
重
な
負
担
を
強

い
ら
れ
る
場
面
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
経
済
格
差

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
直
結
し
た
り
、
核

家
族
化
で
家
族
の
介
護
基

盤
が
弱
体
化
し
、
本
人
が

在
宅
生
活
を
望
ん
で
も
実

現
が
困
難
に
な
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　

特
定
の
専
門
職
だ
け
が

支
え
る
の
で
は
な
く
、
地

域
全
体
で
住
民
の
暮
ら
し

を
支
え
合
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
が
、
２
０

４
０
年
に
向
け
て
重
要
な

鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題

施設介護 の立場から
社会福祉法人藤嶺会 介護老人福祉施設弥生苑 副施設長

佐久間　篤氏

　

横
浜
市
で
は
、
特
養
の

申
込
者
数
が
５
千
７
６
９

名
（
２
０
２
５
年
３
月
２１

日
現
在
）
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
医
療
行
為
が
必
要
な

人
は
２４
・
１
％
、
認
知
症

の
人
は
７０
・
３
％
を
占
め

る
。
入
所
待
機
期
間
は
短

縮
さ
れ
、
要
介
護
３
以
上

で
あ
れ
ば
１
年
以
内
に
入

所
で
き
る
状
況
に
改
善
さ

れ
て
い
る
。

　

市
内
の
特
養
は
施
設

数
・
定
員
数
と
も
に
十
分

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
全

体
の
稼
働
率
は
９５
・
４
％

で
あ
る
。
し
か
し
、
待
機

者
の
減
少
や
人
員
不
足
を

背
景
に
、
平
均
要
介
護
度

は
３
・
７３
ま
で
下
が
っ
て

い
る
。
医
療
対
応
が
必
要

な
高
齢
者
の
受
け
入
れ
も

進
ん
で
い
る
が
、
市
の
助

成
金
制
度
は
基
準
が
厳
し

く
、
申
請
で
き
な
い
施
設

も
少
な
く
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

　

今
後
の
最
大
の
課
題
は

介
護
人
材
の
不
足
で
あ

る
。
介
護
福
祉
士
を
目
指

す
学
生
が
減
少
し
、
生
産

年
齢
人
口
も
減
少
す
る

中
、
介
護
の
質
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
ケ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
や
考

察
が
軽
視
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
。

　

地
域
共
生
社
会
に
お
い

て
、
特
養
は
「
終
の
棲
家
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
ど
も
な
ど
全
世
代
を

地
域
で
支
え
る
た
め
の
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
役
割
を

担
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面

を
活
か
し
つ
つ
、
閉
鎖
的
に

な
ら
ず
、
医
療
や
介
護
の
関

係
者
か
ら
の
助
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

地域共生社会における特養の在り方

訪問診療医 の立場から

西神奈川ヘルスケアクリニック 院長 赤羽　重樹氏

訪問診療医
訪問介護

施設介護

訪問看護・ケアマネ


